


近年の人口減少社会において、地域の活性化を促進するためには
地元の中小企業がその地域に合った形で元気になることが重要となっています。
そこで、山武市は、進取の気性が旺盛な地元の中小企業が
長生きして繁栄するようなビジネス環境を構築するため、地域活性化の手法として
「エコノミックガーデニング（EG）」を推進します。
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アメリカ発祥の地域経済活性化施策であり、地域の中小企業を育むための環境づくりをガーデニングになぞらえて

このように呼ばれています。地域という土壌にさまざまな産業や事業、活動の種や苗を植え、

それぞれが自力で育つための環境を整えることで、地域経済を元気にしていこう、という考え方です。

さんむエコノミックガーデニングで現在活動中のワーキンググループ（WG）や事業内容をご紹介します。

さんむエコノミックガーデニング推進協議会について
さんむエコノミックガーデニング推進協議会は従来型の地域

活性化とは違い、地域の商売人や農業者が深く繋がり合うこ

とで生み出す「相互利益の創造」、つまり、「我々の、我々に

よる、我々のための、ビジネスモデル構築」を目指しています。

山武市には、同じ地域に住みながら交流も連携もない商売人

や農業者がたくさんいます。また、公共事業や企業誘致等か

らの仕事ばかりに頼ることは難しくなっている状況です。

だからこそ、これからの山武市にはより一層の「繋がり」が

重要だと考えています。

山武市商工会と連携して、山武市で創業を
めざす方へ向けて開催される「創業塾」へ
参加された方のサポートやアフターフォロー
を行います。


